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未
来
へ
つ
な
ぐ
サ
ケ
放
流

　

― 
サ
ケ
の
ふ
化
・
放
流 

―

　

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
日

本
で
は
、古
来
か
ら
漁
業
が
盛
ん

に
営
ま
れ
、魚
介
類
は
貴
重
な
タ

ン
パ
ク
源
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。特
に
サ
ケ
は
加
工
な
ど

の
用
途
が
広
く
、東
日
本
各
地
の

貝
塚
か
ら
は
サ
ケ
の
骨
が
見
つ
か

る
な
ど
、大
昔
か
ら
人
々
の
暮
ら

し
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
代
に
お
い
て
も
、秋
サ
ケ
は

三
陸
沿
岸
の
主
力
魚
種
の
一
つ
と

し
て
長
年
に
渡
り
地
域
の
水
産
業

を
け
ん
引
し
て
き
ま
し
た
。日
本

で
獲
れ
る
サ
ケ
は
、各
地
の
河
川

か
ら
放
流
さ
れ
た
サ
ケ
の
割
合
が

高
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、北
海
道

や
東
北
、北
陸
を
中
心
に
人
工
の

ふ
化
・
放
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、サ
ケ
漁
は
不
漁
の
年
が

続
き
、サ
ケ
漁
を
持
続
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、人
工
の
ふ
化
・
放

流
事
業（
増
殖
事
業
）の
重
要
性
が

増
し
て
い
ま
す
。

■
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資源が枯渇しないよう守るために捕る

　人口の増加や産業の発展に伴い、大
規模な河川改修が行われるなどにより
サケが自然に繁殖できる環境が減って
きました。沿岸で行われるサケ漁は、産
卵のため母川を目指して回帰するサケ
を捕らえます。近年は不漁の年が続い
ており、サケ漁は大きな打撃を受けて

います。組合では、サケ漁が持続できる
よう人が手助けをしてふ化・放流をし
ています。人工のふ化には、親サケの捕
獲が必要です。組合では県知事から特
別採捕の許可を得てサケを捕獲してい
ます。これからもサケを増やす手助け
をし、大切な資源を守っていきます。

　

北
上
川
で
サ
ケ
の
ふ
化
・
放
流

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
北
上
川

漁
業
協
同
組
合
で
す
。市
内
で
サ

ケ
を
捕
獲
す
る
場
所
は
、新
旧
北

上
川
の
分
岐
点
に
あ
る
鴇と

き
な
み
あ
ら
い
ぜ
き

波
洗
堰

と
脇わ

き

谷や

洗
堰
。遡そ

上じ
ょ
う

の
季
節
に
は
、

堰
か
ら
見
え
る
川
面
に
は
堰
が
吐

き
出
す
流
れ
に
逆
ら
い
、上
流
を

目
指
す
サ
ケ
が
ひ
し
め
き
ま
す
。

　

遡
上
す
る
サ
ケ
を
狙
い
、堰
の

上
で
待
ち
構
え
る
の
は
採
捕
者
と

呼
ば
れ
る
漁
師
た
ち
で
す
。叉さ

手で

網あ
み

と
い
う
最
長
で
10
㍍
に
も
な
る

自
作
の
網
を
手
に
、魚
影
を
頼
り

に
狙
い
を
定
め
て
サ
ケ
を
す
く
い

上
げ
ま
す
。市
内
で
行
わ
れ
て
い

る
サ
ケ
漁
は
沿
岸
の
漁
と
違
い
仕

掛
け
を
用
い
な
い
漁
法
。川
の
流

れ
や
川
底
の
地
形
、な
に
よ
り
サ

ケ
の
動
き
を
熟
知
し
た
熟
練
の
技

が
必
要
に
な
り
ま
す
。川
に
上
っ

た
サ
ケ
を
捕
獲
す
る
こ
と
を
採
捕

と
い
い
、県
知
事
の
許
可
が
必
要

で
、採
捕
数
に
は
上
限
が
設
け
ら

れ
ま
す
。近
年
は
上
限
を
大
き
く

下
回
る
採
捕
数
に
留
ま
り
、海
だ

け
で
な
く
川
を
遡
上
す
る
サ
ケ
も

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

40
年
以
上
前
に
市
内
で
始
ま
っ

た
サ
ケ
の
ふ
化
・
放
流
事
業
。北
上

川
の
伝
統
的
で
素
朴
な
サ
ケ
漁

は
、ベ
テ
ラ
ン
の
採
捕
者
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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　県内では16 の河川から合計６千万
尾のサケを放流しています。採卵から
放流までに要する日数は約120日。こ
の間、卵や稚魚の管理にとても気を使
います。採卵・受精後はごみなどを洗い
流し、死んで白く濁っている卵を取り
除きます。この作業はとても重要で、死

んだ卵からはカビが発生してほかの卵
やふ化した稚魚に悪影響が出ることが
あります。そのため、専用の機械や人の
目で検査をし、薬剤で殺菌します。ふ化
層にはきれいな水を循環させ、ふ化し
た稚魚に刺激を与えないよう大切に飼
育しています。

海で生き残れるよう丈夫な稚魚を育てます

　

日
本
の
川
で
生
ま
れ
た
サ
ケ
は

北
太
平
洋
を
北
上
。３
〜
４
年
後
、

成
長
し
て
産
卵
の
た
め
日
本
に
向

け
て
移
動
し
ま
す
。生
ま
れ
た
川

ま
で
帰
っ
て
き
た
サ
ケ
は
人
工
の

ふ
化
に
使
う
大
切
な
親
サ
ケ
。知

事
の
許
可
を
得
た
採
捕
者
が
捕
獲

し
ま
す
。

　

県
内
に
は
19
カ
所
に
ふ
化
場
が

あ
り
、市
内
で
は
１
９
７
７（
昭
和

52
）年
に「
北
上
川
漁
業
協
同
組
合

大
嶺
さ
け
ふ
化
場
」を
建
設
。よ
り

安
定
し
て
サ
ケ
資
源
を
活
用
す
る

た
め
の
増
殖
事
業
が
本
格
的
に
始

ま
り
ま
し
た
。大
嶺
さ
け
ふ
化
場

か
ら
は
、今
日
ま
で
た
く
さ
ん
の

稚
魚
が
海
へ
と
旅
立
っ
て
い
ま

す
。人
工
の
ふ
化
・
放
流
に
要
す
る

費
用
は
、捕
獲
し
て
も
若
す
ぎ
た

り
傷
つ
い
た
り
し
て
親
サ
ケ
に
適

さ
な
い
サ
ケ
や
採
卵
後
の
サ
ケ
を

市
場
に
卸
す
ほ
か
、国
や
県
、海
の

漁
業
者
か
ら
の
支
援
に
よ
り
事
業

が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
で
生
ま
れ
、海
で
育
つ
サ
ケ
を

人
の
助
け
で
増
や
す
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◀◀◀

　私は祖父がサケを捕まえるのを見
て育ち、父の後を継ぐように採捕者
になりました。サケの採捕は自然が
相手。見込んだ成果がなかなか出な
い事もあります。市内の捕獲場所は
海に近過ぎず、また、離れ過ぎず適度
に成熟したサケを捕獲することがで
きて県内では一番条件の良い場所に
立地しています。しかし、近年は不漁
が続いており、今年はサケの遡上の
時期が遅くなるなど十分な親サケの
確保ができるか心配です。
　川で生まれ、海で育つサケ。その多
くは成長して生まれた川へ帰ること
なく捕らえられ、私たちの食卓に上
ります。県内では、サケが生まれた川
まで帰ってくる回帰率は４％程度。
川に上ったサケも捕えられたり自然
に産卵したりした後、冬を越さずに
命を閉じます。こうしたサケの命は、

あるときは新しいサケの子どもと
して、またあるときは私たちの体と
なって生き続けています。
　組合では、市や地区のコミュニ
ティなどと協力して、親サケの腹か
ら卵を取り出す採卵体験や育った稚
魚の放流体験を行っています。子ど
もたちは、授業でサケのふ化・放流に
ついて学び、実際に放流を体験する
ことで、サケを通して自分たちも川
や海とつながっていることを感じま
す。放流体験では子どもたちに「川は
生き物」と教えています。きれいな水
にサケを放流すれば、成長して帰っ
てきますが、汚れた川には上って来
ません。体験学習を通して伝えたい
のは、身近な北上川にある命のサイ
クル。河川を大切にする気持ちが養
われ、未来の登米市の自然が守られ
ることを願っています。

子どもたちに自然のサイクルを伝えたいInterview

北上川漁業協同組合 採捕者

大野 正
ま さ

好
よ し

さん（69）

　　

サ
ケ
は
生
ま
れ
た
川
に
戻
り
、

川
底
に
産
卵
し
次
の
世
代
に
命
の

バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。今

ま
で
続
い
て
き
た
自
然
の
サ
イ
ク

ル
。人
の
都
合
で
捕
獲
し
過
ぎ
る

と
、命
を
つ
な
い
で
き
た
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
自
然
の
力
だ
け
で
は
数

を
保
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　

市
内
で
も
続
け
ら
れ
て
い
る
人

の
手
で
サ
ケ
を
増
や
す
取
り
組

み
。親
サ
ケ
か
ら
卵
を
採
り
、受
精

さ
せ
、た
く
さ
ん
の
手
間
を
か
け

て
卵
を
管
理
。ふ
化
し
た
稚
魚
は

大
切
に
育
て
ら
れ
、た
く
ま
し
く

海
へ
と
下
っ
て
い
き
ま
す
。

　

組
合
で
は
、サ
ケ
を
通
し
て
命

の
サ
イ
ク
ル
を
伝
え
る
こ
と
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。豊
里
小
・
中

学
校
で
は
毎
年
５
年
生
が
サ
ケ
の

放
流
を
体
験
。授
業
や
放
流
を
通

し
て
命
の
尊
さ
、自
然
を
守
る
こ

と
の
意
味
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
「
市
内
で
サ
ケ
の
放
流
を
し
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」と

話
す
組
合
の
人
た
ち
。市
内
に
サ

ケ
を
捕
獲
す
る
場
所
が
あ
り
、何

の
た
め
に
捕
っ
て
い
る
の
か
を
伝

え
て
い
ま
す
。長
い
時
間
を
か
け

て
育
ま
れ
て
き
た
自
然
の
恵
み
を

次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
。一

人
で
も
多
く
の
人
に
そ
の
意
義
を

伝
え
る
取
り
組
み
は
続
き
ま
す
。
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中総体
新人戦
2021

新
た
な
る
挑
戦

　
「
令
和
３
年
度
登
米
市
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会
」は
９
月
25
、

26
の
両
日
に
開
か
れ
、各
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

各
種
目
で
上
位
入
賞
し
た
個
人
、団
体
は
、11
月
に
県
内
各
地
で
開

か
れ
る
県
大
会
に
出
場
す
る（
一
部
種
目
は
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
経
る
）。

　

結
果
は
次
の
通
り
。

●
野
球

①
佐
沼
②
米
山
③
豊
里
③
南
方

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▼
女
子
①
豊
里
②
佐
沼
③
米
山

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
中
田

▼
女
子
①
佐
沼
②
中
田
③
津
山

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
豊
里
②
石
越

▼
女
子
①
石
越
②
登
米

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▼
男
子
団
体
①
新
田
②
東
和
③
豊

里
③
南
方

▼
女
子
団
体
①
東
和
②
南
方
③
豊

里
③
米
山

▼
男
子
個
人
①
関
涼
真
、鈴
木
颯

（
東
和
）②
伊
東
祥
汰
、千
葉
太
喜

（
中
田
）③
阿
部
晄
也
、千
葉
悠
生

（
中
田
）③
石
川
陽
、星
翔
太（
新
田
）

▼
女
子
個
人
①
猪
股
愛
依
莉
、猪

股
珠
七
汐（
東
和
）②
伊
藤
藍
織
、

千
葉
亜
優（
南
方
）③
及
川
彩
乃
、

千
葉
美
優（
東
和
）③
及
川
瑠
那
、

五
十
嵐
結
愛（
中
田
）

●
卓
球

▼
男
子
団
体
①
中
田
②
南
方
③
米

山▼
女
子
団
体
①
中
田
②
東
和
③
佐

沼▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
佐
藤
尚

（
中
田
）②
伊
澤
知
樹（
中
田
）③
山

内
譲（
東
和
）③
菊
池
涼
太（
中
田
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
菅
原
朱
莉

（
中
田
）②
佐
々
木
ほ
の
か（
中
田
）

③
伊
藤
玲
奈（
東
和
）③
佐
々
木
志

穂（
米
山
）

●
サ
ッ
カ
ー

①
中
田
②
登
米

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▼
男
子
団
体
①
米
山
②
中
田
③
東

和▼
女
子
団
体
①
中
田
②
登
米
③
東

和▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
鈴
木
優
翔

（
中
田
）②
佐
藤
優
志（
佐
沼
）③
渡

邊
幸
羽（
米
山
）③
菅
原
大
夢（
東

和
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
熊
谷
心
花

（
中
田
）②
菊
池
楓
乃（
中
田
）③
松
浦
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美
桜（
東
和
）③
吉
田
吏
良（
中
田
）

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
①
加
藤
凛
音
、

山
崎
陽
呂
那（
米
山
）②
吉
田
光

希
、森
田
駿
斗（
中
田
）③
菅
原
斗

眞
、菅
原
裕
翔（
東
和
）③
相
澤
洸

瑠
、猪
又
遥
斗（
東
和
）

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
①
後
藤
美
羽
、

千
葉
咲
笑（
中
田
）②
石
川
さ
く

ら
、佐

友
結（
中
田
）③
浅
野
未

羽
、佐
藤
詩
織（
登
米
）③
及
川
彩

佳
、髙
橋
和
花（
東
和
）

●
柔
道

▼
男
子
団
体
①
豊
里
②
南
方

▼
女
子
団
体
①
佐
沼
②
米
山

▼
男
子
個
人

▼
55
㌔
級
①
浅
野
誠
太（
豊
里
）②

瀧
澤
航
大（
南
方
）③
山
邊
雅
貴

（
米
山
）③
相
澤
楓（
豊
里
）

▼
66
㌔
級
①
佐
々
木
開
地（
南
方
）

②
佐
藤
恒
希（
南
方
）③
武
田
梨
弓

（
南
方
）③
千
葉
煌
太（
南
方
）

▼
66
㌔
超
級
①
鈴
木
元（
米
山
）②

佐
々
木
桂
志（
米
山
）③
齋
藤
勇
希

（
豊
里
）③
中
澤
英
秋（
豊
里
）

▼
女
子
個
人

▼
無
差
別
級
①
浅
野
愛
奈（
佐
沼
）

②
阿
部
結
愛（
佐
沼
）③
千
葉
麻
緒

（
豊
里
）③
佐
々
木
仁
美（
南
方
）

●
剣
道

▼
男
子
団
体
①
石
越
②
中
田
③
佐

沼▼
女
子
団
体
①
南
方
②
米
山
③
中

田▼
男
子
個
人

▼
１
年
①
後
藤
駿
介（
佐
沼
）②
佐

藤
幸
思
朗（
石
越
）③
菅
𠩤
龍
門

（
石
越
）③
酒
井
謙
輔（
石
越
）

▼
２
年
①
塚
本
悠
聖（
中
田
）②
羽

生
楓（
中
田
）③
佐
藤
翔（
佐
沼
）③

菊
地
陽
斗（
中
田
）

▼
女
子
個
人

▼
１
年
①
佐
藤
瑠
香（
佐
沼
）②
伊

藤
ひ
な（
南
方
）③
高
橋
未
来（
南

方
）③
佐
々
木
愛
華（
米
山
）

▼
２
年
①
佐
藤
未
来（
佐
沼
）②

田
美
空（
中
田
）③
柴
崎
は
な（
南

方
）③
平
井
弥
柚（
南
方
）
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身
近
な
ア
プ
リ
か
ら

い
つ
で
も
情
報
を
得
ら
れ
ま
す　

市
で
は
、広
報
紙
や
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
じ
て
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。各
媒
体
は
そ

れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
、発
信
す

る
内
容
に
応
じ
て
、よ
り
効
果
的

な
発
信
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

近
年
、ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

の
利
用
率
が
格
段
に
高
ま
り
、情

報
発
信
の
媒
体
も
急
速
な
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
の
調
査
で
は
、全
年
代

で
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
利
用

時
間
が
長
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
系

サ
ー
ビ
ス
の
中
で
も
全
年
代
合
計

で「
L
I
N
E
」の
利
用
率
が
増
加
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の
傾
向
で
、90
％
を
超
過
し
て
い

ま
す
。ス
マ
ホ
利
用
者
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
ア
プ
リ
と
な
っ
て
い

る
ラ
イ
ン
の
活
用
は
、情
報
発
信

の
媒
体
と
し
て
効
果
的
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、市
政
情
報
の
発
信
力

の
強
化
や
情
報
発
信
手
段
の
拡
充

と
し
て
、ま
た
、情
報
発
信
の
基
本

で
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

な
ど
他
の
広
報
媒
体
と
の
連
携
を

図
る
き
っ
か
け
の
ツ
ー
ル
と
し
て

ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設

し
ま
し
た
。発
信
す
る
情
報
は
市

政
情
報
、イ
ベ
ン
ト
情
報
、防
災
情

報
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、ラ
イ
ン
画
面
下
に
、ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
で
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー

ボ
タ
ン
を
配
置
し
て
い
ま
す
。皆

さ
ん
が
見
る
機
会
が
多
い
ペ
ー
ジ

へ
リ
ン
ク
し
ま
す
の
で
、活
用
く

だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
で
あ
る
ラ
イ
ン
か
ら
い
つ
で
も

情
報
を
得
ら
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

友
達
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
　

ス
マ
ホ
で
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら「
市
公
式
ラ
イ
ン
」ペ
ー
ジ

を
開
き
、「
友
だ
ち
追
加
」の
ボ
タ

ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
友
達
追
加

で
き
ま
す
。

■
　

友
達
登
録
用
の
Q
R
コ
ー
ド
を

を
読
み
込
む
こ
と
で
友
達
登
録
で

き
ま
す
。

※
投
稿
さ
れ
た
各
事
業
な
ど
へ
の

個
別
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

は
、担
当
課
へ
直
接
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
広
報
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７
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　企画展「刀剣祭
ﾌ ｪ ｽ

」が、９月13日から令和４年２月６日
まで、登米懐古館で開かれています。
　企画展の展示は前期と後期の２部構成。前期の展示
では古刀を中心に、後期の展示では新刀から新々刀を
中心に展示します。11月９日まで開かれている前期の
展示では、刀、薙刀、槍など多種多様な刀剣が時代を超
えて集結。日本刀は「武士の魂」ともいわれ実戦の際に
は武器として、また権威の象徴としての役割を果たし
ていました。刀剣は武士にとって最も重要なものとさ
れ、刀剣祭では日本人が培ってきた美意識や刀剣が歩
んだ歴史と文化に触れることができます。

企画展では登米懐古館が収蔵する平安時代や安土桃山時代の古
刀、江戸時代、明治９年の新刀、新々刀を中心に展示します。

今野幸
さち

子
こ

さん＝津山町横山７区＝と金野とくえさん＝津山町横
山９区＝は「振動もなく繊細な技術に驚いた」と話しました。

　「ＪR東日本気仙沼線BRTにおける自動運転バス試
乗会」は９月６から19 日まで、関係者と登米市、南三陸
町、気仙沼市在住者を対象に開かれました。
　気仙沼線BRT（バス高速輸送システム）の自動化へ
の取り組みは、技術による次世代に向けた持続的な社
会の創造と先行事例による地域活性化などの意義が込
められており、今後の段階的な実用化を目指します。試
乗会では、日本初となる自動運転での時速60㌔㍍走行
やトンネル内走行、障害物検知による自動停止、対向バ
スとの交互通行、映像パネルによる車内モニタリング
などが実施されました。

熊谷市長は「おかえりモネで上がった知名度を持続し、観光や農
業をしっかりと発信いただきたい」と期待を込めました。

　「地域おこし協力隊員辞令交付式」は９月１日、登米
市役所迫庁舎で行われ、観光振興支援員として新潟県
出身の志田敏

とし

典
の り

さん（34）が任用されました。
　観光振興支援員は、農山漁村ツーリズムやワーケー
ションの推進、農畜産物や郷土食、自然、歴史などの地
域資源を活用した観光ビジネスの開発や情報発信など
を担います。志田さんは「前職では、人とのつながりを
大切にしながら営業をしてきました。今後も人とのつ
ながりを大切にしながら、アフターコロナを見据えて
登米市の魅力を情報発信していきます」と、意気込みを
語りました。
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　「おかえりモネ展」は10月12日から、市教育資料館から
長沼フートピア公園ととよま観光物産センター遠山之
里の２会場に変更して開かれています。
　モネ展は、ドラマの放送開始から終了までの期間で
開催する予定でしたが、令和４年10月31日まで展示期間
を延長することにしました。入場は無料です。市観光シ
ティプロモーション課の佐藤克

かつ　ひろ

博係長は「組
く

手
で

什
じゅう

をは
じめドラマに登場した多数の小道具や衣装などが新た
に展示され、新会場でリニューアルオープンしました。
放送終了後もそれぞれの会場でおかえりモネの世界を
楽しんでください」と紹介しました。

さまざまな年代の人たちが会場に訪れ、作中の印象的なシーン
のパネルや小道具などの展示を楽しんでいます。

出動式では、パトカーと市交通安全指導車が犯罪や事故などの
防止と早期発見に向けて特別警戒に出動しました。

　秋の交通安全市民総ぐるみ運動に伴う「みんなで登
米っぺ交通事故」出動式（市交通安全対策協議会、市内
警察署共催）は９月20日、登米市役所南方庁舎敷地内で
実施され、関係者約50人が参加しました。
　当日は、パトカー５台、市交通指導隊の車両７台によ
る出動式と交通安全教室を実施。子どもや高齢者など
の歩行者による交通事故防止と安全運転への注意を促
しました。佐藤秀

しゅう

佐沼警察署長は「県内の死亡事故は
減少傾向だが、市内では死亡事故が発生している。交通
安全にはワクチンが無い。日頃の安全確認で交通事故
を防止するようお願いしたい」と呼び掛けました。

カッパの会の舟嶋茂
しげ

昭
あき

さんは「自分たちの町にある川のことを
学んで、もっと北上川を好きになってほしい」と話しました。

　登米小（岩渕達
たつ

郎
ろ う

校長、児童201人）４年の児童36人が
９月22 日、北上川で川下りを体験しました。
　川下りは、とよま北上川カッパの会協力のもと、登米
大橋付近から出発し、脇谷閘

こう

門
も ん

までのコースを３艇に
分かれて実施。脇谷閘門では、大正時代に水位差のある
河川を渡るために設置された同施設の水位調節の様子
を、船に乗った状態で体験しながら学びました。参加し
た佐久田歩

あゆ

夢
む

さんは「北上川で船に乗るのは初めてだ
ったので最初は怖かったけど、船から見た景色や波が
きれいで楽しかったです」と、自然との触れ合いを楽し
みました。
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中
学
生
な
ら
で
は
の
新
鮮
で
、

率
直
な
意
見
や
提
案
が
た
く
さ
ん

集
ま
り
、今
後
の
新
し
い
施
策
や

事
業
、取
り
組
み
を
企
画
し
て
い

く
上
で
、大
変
参
考
に
な
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
、地
域
づ
く
り
を
担
う
市

内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
や
市
職
員

の
研
修
会
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
推
進
す
る
中
学
校
に
お

い
て
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

登
米
市

立
中
学
校
全
生
徒
・
計
１
９
２
４

人（
４
月
１
日
現
在
）

６
月
１
〜
18
日

▼
全
10
中
学
校
集
計
版

▼
学
校
別
集
計
版
10
校
分

※
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
詳

細
は
、次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
む
か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
下
段
に
あ
る

「
登
米
市
の
取
り
組
み
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
」の「
登
米
市
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」か
ら
確
認
く
だ
さ
い

　　

本
市
で
は
登
米
市
総
合
計
画
の

基
本
理
念
に
、市
の
持
続
的
な
発

展
を
可
能
と
す
る
た
め
、市
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」は
、将
来
の
登
米
市
を
担
う
中

学
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
考

え
や
意
見
を
、市
全
体
の
ま
ち
づ

く
り
や
各
地
区
の
地
域
づ
く
り
の

参
考
と
す
る
た
め
、初
め
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

同
時
に
、本
市
の
中
学
生
が
、こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
取
り
組
む

こ
と
を
通
し
、❶
登
米
市
の
魅
力

や
課
題
を
再
発
見
す
る
こ
と
で
、

地
域
を
愛
す
る
心
を
養
う
こ
と

❷
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
関
心
を

高
め
、地
域
で
の
事
業
参
画
の
起

因
と
な
る
こ
と
❸
社
会
の
形
成
者

と
し
て「
自
分
は
社
会
の
一
員
で

あ
る
」と
い
う
意
識
を
も
つ
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
内
中
学
校
の
全
面
的
な
協
力

を
得
て
、対
象
者
１
９
２
４
人
に

対
し
回
答
数
１
８
４
２
人
、回
答

率
95
・
７
％
と
い
う
非
常
に
高
い

回
答
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
、

指
定
管
理
者（
団
体
）を
募
集
し
ま

す
。個
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

11
月
19
日（
金
）

午
後
５
時
ま
で

指
定
管
理

者
を
募
集
す
る
施
設
の
担
当
部
署

で
配
布
し
ま
す
。募
集
・
申
請
に
関

す
る
詳
細
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

市
の「
公
の
施
設
指

定
管
理
者
選
定
委
員
会
」で
、書
類

お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
を
実
施

し
、各
施
設
の
管
理
運
営
に
最
も

適
し
た
団
体
を
候
補
者
に
選
定
し

ま
す
。そ
の
後
、市
議
会
で
の
承

認
を
受
け
、指
定
管
理
者
に
指
定

し
ま
す

令和３年第２回登米市議会定例会９月定期議会が

開かれ、監査委員の選任について同意されました。委

員には、千葉良
りょう

悦
えつ

さん（米山町）が再任。任期は令和７

年10月13日まで。

教
育
委
員
会
教
育

部
生
涯
学
習
課（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３
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義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の

水
準
の
維
持
向
上
の
観
点
か
ら
、

全
国
的
な
児
童
生
徒
の
学
力
や
学

習
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、そ
の
改

善
を
図
る
た
め
に
、文
部
科
学
省

で
は
平
成
19
年
度
か
ら
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。（
令
和
２
年
度
未
実
施
）

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、令
和
元

年
度
か
ら
そ
の
調
査
結
果
と
分
析

お
よ
び
今
後
の
改
善
方
策
を
公
表

し
て
い
ま
す
。

▼
市
内
小
学
校
の
６
年
生
／
22
校

６
１
６
人

▼
市
内
中
学
校
の
３
年
生
／
10
校

６
０
１
人

■❶
教
科
に
関
す
る
調
査

▼
小
学
校
＝
国
語
・
算
数

▼
中
学
校
＝
国
語
・
数
学

❷
児
童
生
徒
質
問
紙
調
査
＝
学
習

意
欲
、学
習
方
法
、学
習
環
境
、生

活
の
諸
側
面
な
ど
に
関
す
る
調
査

　

教
科
に
関
す
る
調
査
結
果
、児

童
生
徒
質
問
紙
調
査
に
関
す
る
調

査
結
果
は
、表
の
と
お
り
。

　

中
で
も
児
童
生
徒
質
問
紙
調
査

に
お
い
て
、小
・
中
学
校
と
も
に

「
学
校
の
授
業
時
間
以
外
の
勉
強

時
間
」に
お
い
て
、「
１
〜
２
時
間
」

と
回
答
し
た
割
合
が
最
も
多
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
的
に
、全
国
・
県
と
比
べ
、

家
庭
で
の
勉
強
時
間
に
差
が
あ
る

こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し

た
。

　

普
段
の「
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
」

に
つ
い
て
は
、小
・
中
学
校
と
も
最

も
多
い
回
答
は「
１
時
間
以
上
２

時
間
以
内
」で
全
国
・
県
と
ほ
ぼ
同

じ
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
学
校
に
行
く
の
は
楽
し
い
と

思
い
ま
す
か
」と
言
う
質
問
で
は

「
当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
、当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た

割
合
が
、小
学
校
で
89
・
８
％
、中

学
校
で
86
・
７
％
と
な
り
、全
国
よ

り
も
小
学
校
で
６
・
４
㌽
、中
学
校

で
５
・
６
㌽
上
回
り
ま
し
た
。

　

今
後
、各
学
校
ご
と
に
分
析
結

果
を
算
出
し
ま
す
。具
体
的
な
改

善
方
策
と
し
て
は
、「
授
業
の
中
」

「
家
庭
学
習
」「
そ
れ
以
外
の
場
面
」

に
分
類
し
、市
総
合
計
画
の
基
本

政
策「
教
育
の
充
実
」に
掲
げ
る
、

一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
教
育
に
関
す

る
施
策
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
、授

業
づ
く
り
の
指
針「
登
米
市
学
習

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」の
活
用
を
進
め
、

市
内
の
全
教
員
が
同
一
歩
調
で
学

力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い

て
は
、情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
と
と

も
に
、個
別
に
適
し
た
活
用
を
目

指
し
、授
業
で
の
活
用
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
教
育

部
活
き
生
き
学
校
支
援
室（
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
６

㌽
㌽

㌽
㌽

・

・
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令
和
４
年
度
の
登
米
市
振
興
総

合
補
助
金（
み
や
ぎ
の
水
田
農
業

改
革
支
援
事
業
・
園
芸
特
産
重
点

強
化
整
備
事
業
）の
事
業
要
望
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、対
象
経
費
や
注
意

事
項
な
ど
を
確
認
し
、申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

◉
　

麦
・
大
豆
・
飼
料
用
米
な
ど
の
転

作
作
物
の
拡
大
に
必
要
な
施
設
や

機
械
を
導
入
す
る
農
業
者
を
支
援

し
ま
す
。

営
農
集
団（
３
戸

以
上
）、農
地
所
有
適
格
法
人
な
ど

麦
、大
豆
、飼
料
作

物
、新
規
需
要
米
な
ど

規
約
ま
た
は
定
款
、

参
考
見
積
書（
１
社
）、カ
タ
ロ
グ

類
、作
付
計
画
図

※
既
存
の
機
械
・
施
設
の
更
新
や

ト
ラ
ク
タ
ー
、自
脱
型
コ
ン
バ
イ

ン
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
汎は
ん

用よ
う

的
な

機
械
は
対
象
外
で
す

◉
　

み
や
ぎ
園
芸
特
産
振
興
プ
ラ
ン

で
定
め
る
産
地
改
革
品
目
や
地
域

戦
略
品
目
の
生
産
、出
荷
拡
大
に

必
要
な
施
設
や
機
械
を
導
入
す
る

農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

農
業
協
同
組
合
、

農
協
園
芸
特
産
関
係
部
会
、農
業

法
人
、任
意
組
合（
３
戸
以
上
）な

ど

イ
チ
ゴ
、キ
ュ
ウ
リ
、

ト
マ
ト
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、ソ
ラ
マ

メ
、タ
マ
ネ
ギ
、キ
ャ
ベ
ツ
、ネ
ギ

類
、バ
レ
イ
シ
ョ
、エ
ダ
マ
メ
、ナ

ス
、カ
ボ
チ
ャ
、ニ
ラ
、ニ
ン
ニ
ク
、

ユ
キ
ナ
、ス
プ
レ
ー
ギ
ク
、ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
、ス
ト
ッ
ク
、鉢
も
の
類
、

花
壇
用
苗
も
の
類
、リ
ン
ゴ
、モ
モ
、

ブ
ド
ウ
、シ
イ
タ
ケ
、木
炭

規
約
ま
た
は
定
款
、

参
考
見
積
書（
１
社
）、カ
タ
ロ
グ

①

▶

▶

②
▶
▶

▶

①

②

▶栽培用施設・付帯設備、育苗施設・機械
▶省エネルギー化機械・装置
▶低コスト化機械・装置
▶高品質安定生産機械・装置
▶農産物被害防止機械・装置
▶選別、調整、加工用機械・装置
▶その他園芸振興において特に必要な機械・施設
など

事業終了後３年（果樹の取り組みは５年）を経過した年度を目標年度とし
て、具体的な目標計画を設定し、年度ごとに事業実績を報告すること

■

■

類
、施
設
位
置
図

※
機
械
・
施
設
の
更
新
、既
存
施

設
の
追
加
導
入
や
ト
ラ
ク
タ
ー
、

バ
ッ
ク
ホ
ー
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

汎
用
的
な
機
器
、設
備
は
対
象
外

で
す

◉

11
月
12
日（
金
）産

業

経
済
部
農
政
課（
農
産
園
芸
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３
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☎

　

地
震
へ
の
備
え
を
進
め
る
た

め
、市
で
は
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
、耐
震
改
修
工
事
の
助
成
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、早
期
に
申
し
込
み

件
数
が
募
集
件
数
に
達
し
た
た

め
、こ
れ
ま
で
受
け
付
け
を
終
了

し
て
い
ま
し
た
が
、助
成
を
拡
充

し
た
た
め
、受
け
付
け
を
再
開
い

た
し
ま
す
。

　

助
成
事
業
の
対
象
件
数
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、早
め
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
希
望
件
数
が
追
加
募

集
件
数
を
超
え
た
場
合
は
、抽
選

会
を
開
催
し
補
助
対
象
者
を
決
定

す
る
予
定
で
す
。詳
し
く
は
、問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
部
住
宅
都
市

整
備
課（
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

　

昔
懐
か
し
い
あ
っ
さ
り
し
た
味

で
、今
や
稀
少
な
品
種
で
あ
る
サ

サ
ニ
シ
キ
と
樹
上
で
完
熟
さ
せ
た

リ
ン
ゴ
は
登
米
市
を
代
表
す
る
秋

の
実
り
で
す
。

　

こ
の
秋
は
、市
内
飲
食
店
や
菓

子
店
で
登
米
産
サ
サ
ニ
シ
キ
や
リ

ン
ゴ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■

11
月
30
日（
火
）ま
で

市
内
13
店
舗
に
よ
る
登
米

産
サ
サ
ニ
シ
キ
ご
飯
、お
寿
司
な

ど
の
提
供

■

12
月
31
日（
金
）ま
で

市
内
10
店
舗
に
よ
る
登
米

産
リ
ン
ゴ
の
菓
子
、料
理
な
ど
の

提
供

県
東
部
地
方
振
興

事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
地
方
振

興
部

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
３



16

　

平
成
17
年
11
月
１
日
に
成
立
し

た「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
」は
高
齢

者
の
権
限
を
守
り
、高
齢
者
虐
待

を
防
止
す
る
た
め
の
法
律
で
す
。

こ
の
法
律
は
、高
齢
者
虐
待
の
早

期
発
見
・
早
期
対
応
、虐
待
者
の
支

援
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

■
　

高
齢
者
虐
待
は
、あ
な
た
の
身

近
で
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。住
民
一
人
一
人
が
声
を
掛
け

合
い
、見
守
る
意
識
を
高
め
る
こ

と
で
、高
齢
者
虐
待
の
防
止
や
早

期
発
見
を
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

■

■◉
高
齢
者
の
様
子
＝
不
自
然
な
あ

ざ
が
あ
る
、急
に
お
び
え
怖
が
る
、

悪
天
候
で
も
長
時
間
家
の
外
に
い

る◉
家
族
や
家
の
様
子
＝
怒
鳴
り
声

悲
鳴
が
聞
こ
え
る
、介
護
疲
れ
で

つ
ら
い
様
子
が
見
ら
れ
る

■
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
福
祉
事
務
所
長
寿
介
護
課
に
相

談
、通
報
く
だ
さ
い
。通
報
者
の
秘

密
は
守
り
ま
す
。福

祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

市
の
地
域
医
療
に
多
職
種
連
携

を
取
り
入
れ
る
べ
く
、平
成
29
年

度
か
ら
東
北
医
科
薬
科
大
学
病
院

の
診
療
看
護
師
＝
Ｎ
Ｐ（
ナ
ー
ス

プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
）２
人
の

派
遣
を
受
け
入
れ
、現
在
は
豊
里

病
院（
訪
問
診
療
）、登
米
市
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、松
風
園
、光

風
園
、ゆ
り
の
郷
な
ど
の
介
護
施

設
で
、週
１
日
ず
つ
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

市
は
、地
域
医
療
・
介
護
連
携
推

進
事
業
の
体
制
強
化
構
築
に
向

け
、さ
ら
な
る
仕
組
み
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。

■
　

Ｎ
Ｐ
に
期
待
す
る
役
割
は
、医

師
を
は
じ
め
と
す
る
多
職
種
と
連

携
・
協
働
を
図
り
な
が
ら
、患
者
さ

ん
の
症
状
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
効
果

的
・
効
率
的
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
に

実
施
し
、早
期
の
診
断
や
治
療
、重

症
化
の
予
防
な
ど
に
繋
げ
、患
者

さ
ん
の
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る

こ
と
で
す
。

　

認
定
試
験
に
合
格
し
た
Ｎ
Ｐ

は
、一
定
の
条
件
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
手
順
書
に
従
い
、点
滴
や
床

ず
れ
の
処
置
な
ど
の
特
定
行
為
を

医
師
の
指
示
を
待
た
ず
に
実
施
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
　

豊
里
病
院
と
登
米
市
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
在
宅
医
療
で

は
、専
門
的
な
知
識
を
生
か
し
、患

者
の
療
養
上
の
改
善
点
や
注
意
点

を
提
案
し
、治
療
に
お
け
る
時
間

的
ロ
ス
の
削
減
に
努
め
、患
者
さ

ん
や
そ
の
家
族
の
通
院
に
関
わ
る

経
済
的
ロ
ス
の
削
減
に
も
寄
与
し

て
い
ま
す
。松
風
園
な
ど
の
介
護

施
設
で
は
、医
師
の
診
療
日
以
外

に
施
設
内
で
Ｎ
Ｐ
が
入
所
者
の
状

態
を
み
た
り
、採
血
を
実
施
す
る

こ
と
で
、早
期
の
処
方
や
処
置
に

繋
が
り
、重
症
化
予
防
、外
来
受
診

や
入
院
回
数
を
減
ら
す
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。Ｎ
Ｐ

は
こ
の
よ
う
に
、在
宅
患
者
や
施

設
入
所
者
の
状
態
を
み
て
、医
師

に
報
告
し
、必
要
な
検
査
・
処
方
の

提
案
や
特
定
行
為
を
実
施
し
ま

す
。

■
　

今
年
の
４
月
に
は
、登
米
市
民

病
院
の
看
護
師
２
人
が
資
格
を
取

得
し
ま
し
た
。市
で
は
、今
後
も
Ｎ

Ｐ
育
成
に
力
を
入
れ
、Ｎ
Ｐ
に
よ

る
活
動
を
地
域
に
拡
充
す
べ
く
、

市
内
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

診
療
看
護
師（
Ｎ
Ｐ
）と
い
う
名

称
は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
す

が
、地
域
医
療
を
支
え
る
新
た
な

資
格
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。Ｎ
Ｐ
に
接
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
、病
気
の
悩
み
や
心
配

事
を
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

医
療
局（
登
米
市

民
病
院
事
務
局
管
理
課
）

☎
０
２
２
０（
４
４
）４
７
９
５

　日本ＮＰ教育大学院協議会が認める
教育課程を修了し、同協議会の認定試験
に合格した看護師のことです。大学院修
士課程を修了し、専門的な知識・技術を
習得しているので、イメージとしては、
看護師と医師の中間の役割を担うよう
な資格です。
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え
る
人
の
家
族
が
、病
気
の
治
療

や
回
復
の
過
程
、依
存
症
に
よ
る

問
題
行
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て
学

び
合
う
教
室
を
実
施
し
ま
す
。気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

飲
酒
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人

や
そ
の
家
族

】11
月
10
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

登
米
保
健
所

■
　

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

11
月
22
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

登
米
保
健
所

氏
家
靖や

す

浩ひ
ろ

氏（
仙
台
大

学
／
精
神
保
健
福
祉
士
、公
認
心

理
師
）

■

無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

登
米

保
健
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

㊊

㊋

㊎

㊊

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

　☎

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望す 
　る場合はご連絡ください
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

　

☎
　

☎

㊌
☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊋
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111

 ▶
　
　

☎

　

高
次
脳
機
能
障
害
は
、脳
の
病

気
や
事
故
に
よ
り
起
こ
る
目
に
見

え
な
い
後
遺
症
で
す
。病
気
や
事

故
の
前
と
比
べ
て
、飽
き
や
す
い
、

怒
り
や
す
い
、記
憶
力
や
注
意
力

の
低
下
な
ど
、症
状
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。正
し
い
知
識
と
地
域
で
受

け
ら
れ
る
支
援
を
紹
介
し
ま
す
。

11
月
24
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

県
登
米
合
同
庁
舎

（
５
０
１
大
会
議
室
）

県
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
２（
７
８
４
）３
５
８
８

■
　

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
問
題
を
抱

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267
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迫
　「交通死亡事故ゼロ３千日表彰式」は８月31日、迫公民
館で開かれ、及川仁

ひとし

迫総合支所長から佐沼地区コミュニ
ティ推進協議会の岩淵浩

ひろし

会長へ褒状が贈られました。
　佐沼地区では、2013 年６月から交通死亡事故ゼロを継
続しており、８月30日で３千日を達成。岩淵会長は「交通
量の多い佐沼地区で交通死亡事故ゼロ３千日を達成できた
のは地域皆さんのおかげ。今後も記録を伸ばしていきたい」
と決意を新たにしました。

登米
　「とよま元気もりもり教室」は９月30日、登米公民館で
開かれ、地域住民24人が参加しました。
　参加者は、市職員から食べ物の栄養について、東北文化学
園大学の犬塚剛

つよし

准教授からは筋肉や体力について受講。参
加者は、講習の内容を自身の生活に当てはめ、うなずきなが
ら講話に聞き入っていました。講習の中で、実際に歩幅や腕
の振りを意識したウオーキングも実施。日々の生活の中で
の運動や食事の大切さを改めて学びました。

東和
　「起業学習・木工技術指導」は８月５日、東和森林組合で開
かれ、東和中学校（千葉純

じゅん

子
こ

校長、生徒116人）の生徒６人
がペン立ての作成に取り組みました。
　生徒たちは、森林組合職員から金づちやのこぎりなどの
道具の使い方や森林組合の仕事、山や木、森林の役割などを
学んだあと、ペン立ての作成に取り掛かりました。木を紙や
すりで削り、くぎを打つのに悪戦苦闘しながら、モノを作る
大変さを体験しました。

中田

TOWNS TOPICS

　「あいさつ運動」（青少年のための登米市民会議中田支部
主催、羽生進

すすむ

会長）は８月26日、中田中学校と中田町域の
５小学校で開かれ、約40人が参加しました。
　あいさつ運動は、誰もが気持ちの良い元気なあいさつを
交わす環境をつくることで、子どもたちの登下校時や生活
の安全を守ることを目的に、２学期の始業日に合わせて実
施。参加者と子どもたちは、お互いに気持ちの良いあいさつ
を交わして、新学期を迎えました。
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豊里
　豊里地区の「交通死亡事故抑制功労表彰」は９月２日、豊
里公民館で開かれ、豊里地区交通安全推進会議の千葉幸

こう

一
いち

会長から豊里地区コミュニティ推進協議会の佐々木信
のぶ

義
よし

会
長へ褒状が贈られました。
　豊里地区は、2010 年９月15日から交通死亡事故ゼロ
を継続し、８月28日で４千日を達成。佐々木会長は「さら
に地域一丸となり、今後も交通安全の啓発に努めていきま
す」と決意を述べました。

石越
　学校支援ボランティアが９月17日、石越小学校（阿部剛

つよし

校長、児童186人）の図書室で、本の貸出や蔵書の整頓に協
力しました。
　学校支援ボランティアは、地域住民が学校からの依頼に
より学校運営の支援をする活動。当日は同校の児童３人が
本を借りに図書室を利用しました。ボランティアの参加者
は「子どもたちが本を借りに来てくれると、活気が出てうれ
しい」と目尻にしわを寄せながら話しました。

津山
　柳津虚空蔵尊では７月１日から秋の彼岸頃まで、境内の
竹棚に風鈴が飾り付けられました。
　風鈴を飾るのは今年が初めての取り組み。参拝客は、涼や
かな音色に足を止め、夏のひとときを楽しんでいました。こ
の取り組みは若い世代を中心にSNSで広がり、約160 個
の風鈴を見に、平日も多くの人が訪れました。同院寺

じ

庭
てい

の杉
田史

ふみ

さんは「今後も楽しんでもらえるような企画を考えて
いるので楽しみにしていてください」と話していました。

米山
　「吉田陶芸教室第２回学習会」（吉田公民館主催、渥美英

ひで

夫
お

館長）は９月17日、吉田公民館で開かれ、事前に応募した
10人が参加しました。
　参加者は、東和焼瑞樹窯の笠政

まさ

彦
ひこ

さんから指導を受けな
がら作品づくりに挑戦。それぞれが作りたい作品をイメー
ジしながら指先に神経を集中し、陶芸の楽しさを体験して
いました。作品は、東和焼瑞樹窯で焼き上げられ、10月末
頃には、作成者それぞれの手元に届く予定です。

南方
　「あいさつ運動」（青少年のための登米市民会議南方支部 
加藤敬

けい

一
いち

会長）は８月26日、南方町内各小・中学校で実施
され、同支部役員と行政区長の26人が参加しました。
　この運動は、健全な青少年を育成することを目的に実施
しており、当日は今年度二回目の実施。始業式だったこの
日、児童たちは友達との久しぶりの再会に心を躍らせなが
ら、暑さに負けない元気いっぱいの声で「おはようございま
す」とあいさつを交わし、地域を明るくしていました。
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　登米図書館では、「読書週間」に合わせてイベン
トを開催します。
　子どもの本展示会は、秋だけの特別なイベント
です。たくさんの本に触れ、読書の秋を楽しみま
しょう。
　また、館内には、「“〇〇”の秋」に関する本も紹
介しています。コロナ禍で、家で過ごす時間が増
えました。この機会に、みなさんの好きな「秋」を
図書館で見つけてみてはいかがでしょうか。

10月26日（火）～11月12日（金）
午前９時から午後5時
登米図書館

登米図書館　☎0220-52-5330

☎
☎
☎
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Health

市民の皆さんからの相談を電話で受け付け、歯科
医師などが相談にお答えします。
　気軽に相談ください。

11月27日(土)午前10時～午後４時

「保険でより良い歯科医療を」宮城の会
☎022(265)1667
宮城県保険医協会内

　市では、市内に高血圧者の割合が高いことか
ら、「適塩」をキーワードにナトリウム（塩分）と野
菜や果物などに多く含まれているカリウムとの
バランスの良い食事を取ることを推進していま
す。
　市内で採れる野菜を使い、うす味でもおいしく
食べられるメニューを親子で考え、食に関心を
もってもらえるようレシピを募集します。

11月１日（月）～30日（火）　
市内小学５・６年生の親子
小学校を通じて応募チラシを配布し

ますので、応募用紙に必要事項を記入し、料理の
写真を添えて在籍する学校に提出してください

入賞者には賞状と記念品を贈呈します

市民生活部健康推進課（地域保健係）
☎0220（58）2116
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　168㌢でＡ型です。
　とび職として工事現場の足場の

組み立てや解体などの仕事をしています。一
度は市外で就職したのですが、地元で働きた
いと思い、一年前に転職して今の仕事に就き
ました。

　人を笑わせることが好きな
ので、人と一緒にいるときはよく話す方だと
思います。マイペースなところもありますね。

所属している登米町の草野球
チームで試合をして過ごすことが多いです。
地元の少年野球チームにも週に１、２回程度
教えに行っています。分かりやすく教えるこ
とが難しいと感じることもありますが、子ど
もたちはかわいいので楽しみながら教えて
います。

　釣りをするために、よく石巻市や
女川町へ行きます。海だけでなく池や川で釣
りをするのも好きですね。魚が引いたときの
感触が釣りの一番の醍醐味です。３年前から
始めたダーツも好きで、アマチュアの大会で
２位になったこともあります。

　フィーリングが合って、一
緒にいて楽しい人が良いですね。笑いのツボ
が似ていることは大切だと思っています。

　重機を扱うための
資格を取って、仕事の幅を広げていきたいで
すね。

　都会に比べればお
店は少ないですが、三陸自動車道を使えば、
仙台まで一時間くらいですし、特に不便は感
じていません。大きな災害が少なく、住みや
すいイメージです。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome
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2018年３月14日生まれ
中田町・茶畑　賢太郎さんの長男

くん（３歳、左）

いつも元気いっぱい、ボール遊び大
好き桜太郎。これからも、お姉ちゃん
たちと仲良しでいてください。

Monthly Hot Communication

Child

2019年５月31日生まれ
米山町・十日町　智也さんの長男
砂場遊びが大好き。いつも笑顔で周
りを幸せにしてくれます。これから
もすてきな笑顔をみせてね。

医療現場で人の役に立ちたい
　私の将来の夢は、医療技術者として医療
に携わる仕事に就くことです。
　医療技術者になりたいと思ったきっかけ
は、病院でレントゲンを撮ったときに、レン
トゲン技師の人が丁寧に作業していたのを
見て興味を持ったからです。医療の仕事は、
患者さんのけがや病気を治したり気持ちに
寄り添って支えたりできることにも魅力を
感じました。
　昨今、医療技術は高度化し、専門性が高
まっており、チームとして患者さんに対応
する重要性が高まっています。私も医療技
術者として専門性を生かしてチーム医療に
携わり、困っている人や苦しんでいる人を
助けることで、人の役に立ちたいと思って
います。夢を実現するために、日々の学習を
大切にし、学んだことを自分の身に付けら
れるよう努力していきたいです。今は受験
生なので、一日一日を大事にして勉強に励
んでいきたいです。

くん（２歳）

アンパンマンが大好きなうみちゃん。
これからもたくさん楽しいことしよ
うね。うみちゃん大好きだよ。

ちゃん（１歳）

2020年７月12日生まれ
中田町・新橋　喬さんの長女
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お
見
合
い
で
知
り
合
っ
た

ん
だ
け
ど
、め
ん
こ
い
人
だ
な
と

思
っ
た
よ
。だ
け
ど
、話
し
て
み
る

と
し
っ
か
り
し
た
人
だ
っ
た
ね
。

ほ
っ
そ
り
し
た
人
だ
な

あ
っ
て
思
っ
た
。緊
張
し
て
た
が

ら
あ
ま
り
覚
え
て
な
い
ね（
笑
）。

家
族
の
い
る
家
に
早
く
帰

る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
よ
。お
母

さ
ん
の
料
理
が
上
手
い
が
ら
太
っ

た
ん
だ
ね（
笑
）。特
に
好
き
な
漬

物
は
、今
で
も
必
ず
食
卓
に
並
べ

て
も
ら
っ
て
る
よ
。

お
父
さ
ん
が
鉄
道
関
係
の

仕
事
を
し
て
て
い
ろ
い
ろ
な
地
域

に
詳
し
か
っ
た
が
ら
、い
ろ
ん
な

　　

「
北
上
川
の
歴
史
」

　
「
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
」へ
の
寄

稿
に
つ
い
て
、趣
旨
に
沿
っ
た
内

容
を
自
分
な
り
に
頭
の
中
で
右
往

左
往
し
て
み
ま
し
た
が
、「
こ
れ

は
」と
い
う
も
の
が
な
か
な
か
出

て
き
ま
せ
ん
。た
び
た
び
八
幡
山

か
ら
眺
め
て
い
た
北
上
川
に
つ
い

て
、ア
タ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

日
本
の
河
川
の
長
さ
は
、１
位

が
信
濃
川（
３
６
７
㌔
㍍
・
長
野

県
、新
潟
県
）、２
位
が
利
根
川

（
３
２
２
㌔
㍍
・
群
馬
県
、栃
木

県
、埼
玉
県
、長
野
県
、茨
城
県
、東

京
都
、千
葉
県
）、３
位
が
石
狩
川

（
２
６
８
㌔
㍍
・
北
海
道
）、４
位

が
天
塩
川（
２
５
６
㌔
㍍
・
北
海

道
）、５
位
が
北
上
川（
２
４
９
㌔

㍍
・
岩
手
県
・
宮
城
県
）と
な
っ
て

い
ま
す
。北
上
川
の
長
さ
に
つ
い

て
、順
位
が
も
う
少
し
上
か
な
と

Monthly Hot Communication

One's Home

と
こ
ろ
に
旅
行
に
行
っ
た
ね
。

★

温
厚
に
見
え
て
ち
ゃ
ん
と

筋
が
通
っ
て
る
人
だ
ね
。

若
い
こ
ろ
は
厳
し
い
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
け
ど
、年
を
重
ね
て

温
厚
に
な
っ
た
ね
。

お
互
い
の
こ
と
に
は
干
渉

し
な
い
こ
と
と
、何
事
も
理
解
し

合
う
こ
と
が
大
切
だ
ね
。

区
長
し
て
い
た
と
き
に
、

地
域
の
人
た
ち
に
た
く
さ
ん
協
力

し
て
も
ら
っ
て
助
け
ら
れ
た
が
ら
、

こ
れ
か
ら
は
そ
の
恩
を
少
し
ず
つ

返
し
て
い
き
だ
い
ね
。人
に
親
切

に
す
る
こ
と
は
本
当
に
大
切
だ
ね
。

地
域
の
人
た
ち
に
恩
返
し
し
た
い
ね

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
、北
上
川

は
怖
い
川
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
。北
上
川
に
関
す
る
資

料
を
収
集
す
る
中
で
、偶
然
に
も

「
北
上
川
の
氾
濫
」と
い
う
項
目
が

目
に
留
ま
り
ま
し
た
の
で
、こ
れ

に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま

す
。北
上
川
流
域
で
は
、比
較
的

記
録
が
残
っ
て
い
る
江
戸
時
代

以
降
、お
お
よ
そ
４
０
０
年
間
で

３
４
４
回
も
の
水
害
が
起
き
て
い

ま
す
。江
戸
時
代
の
約
２
７
０
年

間
で
２
１
３
回
、明
治
時
代
か
ら

１
９
６
０（
昭
和
35
）年
ま
で
の
93

年
間
で
は
、１
１
６
回
の
記
録
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
以
降
は

洪
水
被
害
軽
減
対
策
が
進
ん
だ
こ

と
も
あ
り
、急
激
に
減
少
し
て
い

ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、北
上
川
流

域
の
変
遷
は
諸
説
あ
る
よ
う
で
す

が
、本
格
的
な
治
水
事
業
は
藩
政

時
代
以
降
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

江
戸
期
に
は
、仙
台
藩
に
よ
る

北
上
川
の
改
修
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。伊だ

達て

相さ

が

み模
宗む

ね

直な
お

に
よ
る
河

道
の
付
け
替
え
お
よ
び
川か

わ

村む
ら

孫ま
ご

兵べ

衛え

が
実
施
し
た
北
上
川
、迫
川
、江

合
川
の
合
流
が
後
世
に
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、仙
台
藩

の
伊
達
一
族
は
、北
上
川
の
治
水

事
業
に
相
当
の
労
力
を
費
や
し
た

よ
う
で
し
た
。
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●
12
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・
氏
名・
電
話
番
号

を
記
入
し
、10
月
29
日（
金
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　

今
月
は
、長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公

園「
ふ
る
さ
と
物
産
館
」の
佐
藤

純じ
ゅ
ん

所
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

秋
・
冬
の
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
、10
月
よ
り「
カ
ツ
煮
定

食
」を
新
し
く
提
供
し
て
い
ま
す
。

カ
ツ
に
は
三
元
豚
を
使
用
し
、柔

ら
か
く
仕
上
げ
て
あ
り
ま
す
。タ

マ
ネ
ギ
や
漬
物
は
市
内
産
の
も

の
を
使
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
に

も
豆
乳
タ
ン
タ
ン
メ
ン
な
ど
、今

の
時
期
に
し
か
味
わ
え
な
い
メ

ニ
ュ
ー
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。ま
た
、あ
ま
お
う
を
使
っ
た
イ

チ
ゴ
ソ
フ
ト
や
定
番
の
ふ
ー
し
ゃ

ん
ソ
フ
ト
も
デ
ザ
ー
ト
に
お
す
す

め
で
す
。

　

11
月
７
日
に「
Ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｋ
ｓ

な
な
い
ろ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」を
開
催
し
ま

す
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
お
か
え
り
モ
ネ
」の
撮
影
な
ど

で
も
人
気
だ
っ
た
ロ
ケ
弁
や
関

連
グ
ッ
ズ
を
販
売
す
る
ほ
か
、

１
０
０
円
は
っ
と
汁
や
産
直
軽
ト

ラ
市
を
予
定
。「
な
な
い
ろ
盆
踊
り

撮
影
会
」な
ど
、「
な
な
い
ろ
」に
ち

な
ん
だ
来
場
者
参
加
型
企
画
も
あ

り
ま
す
。イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス

も
設
け
ま
す
の
で
、風
車
や
長
沼

を
眺
め
な
が
ら
、至
福
の
ひ
と
と

き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア

公
園「
ふ
る
さ
と
物
産
館
」

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
６
０
０
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11
月
21
日（
日
）午
前

９
時
〜
正
午

心
肺
蘇
生
法
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
方
法
、止
血
法
な
ど

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

無
料15

人（
先
着
順
）

【

】11
月
14
日（
日
）

消
防
署
救
急
係
へ
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。再
講

習
希
望
の
人
も
申
し
込
み
可

消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　　　

市
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
、

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
と
そ
の

家
族
、関
係
者
の
み
な
さ
ん
な
ど
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る「
み
み

サ
ポ
サ
ロ
ン
」を
開
催
し
ま
す
。手

話
や
筆
談
な
ど
、安
心
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
対
応

し
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。

11
月
８
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

【

】❶
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す

か
？「
栄
養
成
分
表
示
」＝
食
品
を

購
入
す
る
時
に
、気
に
し
て
ほ
し

い
ポ
イ
ン
ト
を
管
理
栄
養
士
か
ら

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
❷

「
サ
イ
コ
ロ
ト
ー
ク
」＝
参
加
者
同

士
で
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

登
米
市
役
所
南
方
庁
舎
２

階
中
会
議
室

事
前
申
し
込
み
は
不

要
。当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い※
盲
ろ
う
通
訳
を
希
望
す
る
場
合

は
、事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い

※
登
米
市
福
祉
事
務
所
で
は
月
・

火
・
金
曜
日
に
手
話
通
訳
相
談
員

を
配
置
し
、意
思
疎
通
の
仲
介
や

手
話
講
習
の
講
師
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。詳
細
は
、生
活
福
祉
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

（
み
み
サ
ポ
み
や
ぎ
）

☎
０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
１

０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課
（
障

が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

■

♡

11
月
６
日（
土
）午
後
１
時

〜
４
時

若
草
稲
荷
神
社

男
性
４
千
円
、女
性
千

円■

11
月
14
日（
日
）午
後
１
時

〜
３
時

迫
公
民
館

第
一
印
象
Ｕ
Ｐ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー（
藤
本
由
里
子
）

千
円

■

11
月
21
日（
日
）午
前
10
時

〜
正
午

生
徒
が
火
災
予
防
に
つ
い
て
描
い

た
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。審
査
会
で
入

選
し
た
27
点
を
展
示
し
ま
す
。

10
月
22
日（
金
）〜
28
日（
木
）＝

道
の
駅
三
滝
堂

▼
10
月
29
日（
金
）〜
11
月
４
日

（
木
）＝
み
や
ぎ
生
協
加
賀
野
店

▼
11
月
５
日（
金
）〜
11
日（
木
）＝

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼

消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０
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▶
▶

▶

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

☎

令
和
５
年
６
月
ま
で
の
販
売
分

▼
期
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

▼
流
通
品
の
た
め
一
斉
に
は
販
売

で
き
ま
せ
ん　

11
月
１
日（
月
）〜
12

月
24
日（
金
）午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

※
希
望
す
る
広
告
主
が
掲
載
枠
数

を
超
え
た
場
合
、抽
選
で
決
定

※
募
集
内
容
や
応
募
書
類
、提
出

方
法
な
ど
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

環
境

事
業
所
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
７
６
）０
１
０
２

　

た
だ
し
、飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
に

つ
い
て
は
、宮
城
県
の「
飲
食
店
感

染
予
防
環
境
整
備
支
援
事
業
」の

適
用
開
始
日
で
あ
る
、令
和
３
年

５
月
７
日
以
前
の
購
入
分
に
限
り

ま
す

補
助
対
象
経
費（
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
を
除
く
）の

３
分
の
２
以
内

３
万
円
以
上
20
万

円
を
上
限（
千
円
未
満
の
端
数
切

り
捨
て
）

１
事
業
所
に
つ
き
１

回
限
り

12
月
28
日（
火
）

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

課
お
よ
び
総
合
支
所
に
備
え
付
け

の
申
請
書（
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、必
要
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

産
業

経
済
部
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、「
新
し
い
生
活

様
式
」を
実
践
し
、事
業
の
継
続
に

取
り
組
む
市
内
に
事
業
所
を
有
す

る
中
小
企
業
、小
規
模
事
業
者
、個

人
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、製

造
業
、小
売
業
、理
美
容
な
ど
の
生

活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、教
育
・
学
習

支
援
業
な
ど
大
き
く
18
種
類
に
分

類
さ
れ
る
業
種
を
営
む
事
業
所

令
和
２
年
４
月
７
日

の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
日
以
降

に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、飛
沫
感
染

防
止
ア
ク
リ
ル
パ
ネ
ル
や
自
動
検

温
機
な
ど
の
購
入
に
か
か
っ
た
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
。

☎

燃
や
せ
る
ご
み
指
定
袋（
大
）に

掲
載
す
る
広
告
主
を
募
集
し
ま

す
。

市
内
に
事
業
所
、店
舗

な
ど
を
置
き
そ
の
事
業
内
容
が
明

確
な
法
人
な
ど令

和
４
年
６
月
か
ら

迫
公
民
館

※
婚
活
個
別
相
談
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
研

修
随
時
受
付
中

市
結

婚
支
援
活
動
事
業
・
良
縁
Ｔ
Ｏ
Ｍ

Ｅ
事
務
局（
マ
リ
ッ
ジ
サ
ロ
ン
プ

レ
ジ
ー
ル
）

☎
０
１
２
０（
２
７
９
）３
６
０

※写真はイメージです

暖房用品各種
大量入荷しました‼
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の

所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年

金
受
給
者
を
支
援
す
る
制
度
で

す
。給
付
金
は
、年
金
に
上
乗
せ
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
受
け
取
り
に
は
、請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す

▼
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
＝

65

歳
以
上

世
帯
員
全
員
の
市
町
村

民
税
が
非
課
税

年
金
収
入
額
と

そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
約
88
万

円
以
下

▼
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
受
給
者
＝
前
年
の
所
得
額
が
約

４
７
１
万
円
以
下（
次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
）

▼
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
を
受
給
す
る
人
＝
対
象
者
に

は
、８
月
中
旬
以
降
に
、お
知
ら
せ

を
送
付
し
ま
す
。同
封
の
は
が
き

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、提
出
し

て
く
だ
さ
い

▼
こ
れ
か
ら
年
金
を
受
給
し
始
め

る
人
＝
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併

せ
て
年
金
事
務
所
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
課
で
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

▼
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
）４
０
９
２

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

市
で
は
、登
米
市
産
農
産
物
の

地
産
地
消
に
取
り
組
む「
登
米
市

地
産
地
消
推
進
店
」を
募
集
し
ま

す
。認

定
証
・
認
定
ス
テ
ッ
カ
ー
、

の
ぼ
り
旗
を
無
償
提
供

登
米

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
認
証

店
情
報
を
掲
載
し
Ｐ
Ｒ
支
援

■
み
や
ぎ
北
上
商
工
会（
中
田
地

区
）登
米
市
中
田
町
上
沼
字
西
桜

場
18
番
地
／
中
田
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
内

☎
０
２
２
０（
３
４
）３
２
５
５

▼
中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
０
８
０

▼
産
業
経
済
部
産
業
総
務
課（
産

業
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

11
月
10
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
午
後
３
時

米
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

11
月
２
日（
火
）

米
山
・
南
方
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
９
）５
８
２
１

11
月
７
日（
日
）午
後
１

時
〜
４
時
30
分

伝
統
芸
能
伝
承
館
森
舞

台（
小
雨
決
行
）

登
米
町
内
３
伝
統
芸
能

（
登
米
能
、と
よ
ま
囃
子
、岡
谷
地

南
部
神
楽
）の
観
覧
及
び
体
験

無
料（
事
前
予
約
）

２
０
０
人

10
月
31
日（
日
）（
先

着
順
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
む
か
、登
米
公
民
館
備
え

付
け
の
申
込
書
を
持
参
ま
た
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送
信
。詳
し
く

は
、登
米
公
民
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

登
米
公
民
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
３
１
６

　

み
や
ぎ
北
上
商
工
会（
中
田
地

区
）が
、中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　

移
転
に
伴
い
、中
田
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
の
施
設
貸
し
出
し

業
務
を
み
や
ぎ
北
上
商
工
会
に
委

託
し
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

の
使
用
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

や
、申
請
方
法
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん

県
内
に

お
い
て
営
業
し
、市
内
で
生
産
さ

れ
た
農
産
物
を
販
売
ま
た
は
使

用
す
る
事
業
者
な
ど
で
あ
る
こ

と

地
産
地
消
の
推
進
に
賛
同

す
る
事
業
者
な
ど
で
あ
る
こ
と

11
月
30
日（
火
）

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書（
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

産
業

経
済
部
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課

（
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎
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☎
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㊐

◉

☎

㊗
◉

☎

㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

❶ ❷
❶

❷1000円（保育関係者など）

☎

　

農
作
業
機
を
装
着
・
け
ん
引
し

た
状
態
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
、灯
火

器
類
、作
業
機
の
幅
、最
高
速
度
、

運
転
免
許
、チ
ェ
ー
ン
な
ど
一
定

の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
に
公
道

走
行
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。一

方
、交
差
点
な
ど
の
な
い
道
路
で

農
業
機
械
が
追
突
を
受
け
る
交
通

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。交

通
事
故
を
防
ぐ
上
で
、後
続
車
か

ら
の
視
認
性
の
向
上
に
つ
な
が
る

灯
火
器
類
等
の
設
置
は
極
め
て
有

効
な
安
全
対
策
と
な
り
ま
す
。作

業
機
付
き
ト
ラ
ク
タ
ー
で
公
道
走

行
す
る
場
合
に
は
、所
有
し
て
い

る
作
業
機
に
灯
火
器
類
等
の
追

加
装
備
を
行
っ
た
上
で
、周
囲
の

方
々
へ
の
安
全
を
第
一
に
注
意
し

て
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
経
済
部
産
業

総
務
課（
産
業
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
す
。あ
な
た
の
１
本

の
電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い

ま
す
。児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ

イ
ヤ
ル「
１
８
９
」と
は
、す
ぐ
に

児
童
相
談
所
に
通
告
・
相
談
が
で

き
る
全
国
共
通
の
電
話
番
号
で

す
。通
告
・
相
談
は
、匿
名
で
で
き
、

通
告
・
相
談
を
し
た
人
や
そ
の
内

容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。※
通
話
は
無
料
。（
一
部
Ｉ
Ｐ

電
話
か
ら
は
、つ
な
が
り
ま
せ
ん
）

『
１い

ち

８は
や

９く 「
だ
れ
か
」じ
ゃ
な
く
て

「
あ
な
た
」か
ら
』

▼
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
課

（
児
童
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

▼
県
東
部
児
童
相
談
所

☎
０
２
２
５（
９
５
）１
１
２
１

■
　

国
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
税

務
署
や
各
金
融
機
関
等
へ
出
向
か

ず
、対
面
に
よ
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
防
止
に
も
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、従
来
の「
振
替
納
税
」

の
ほ
か
、「
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
」や

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
」な
ど

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
お
す

す
め
し
て
お
り
ま
す
。

■
　

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談

は
、電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。な
お
、面
接
に
よ

る
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
５
０
１

　
　
〔
音
声
案
内
で
１
番
を
選
択
〕

▼
佐
沼
税
務
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
５
０
１

　
　
〔
音
声
案
内
で
２
番
を
選
択
〕

下田中53番地8 0220-23-8688

福
祉
事
務
所
長

寿
介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

県
と
市
町
村
は
、税
金
を
公
平

に
納
め
て
い
た
だ
く
た
め
、11
月

と
12
月
の
２
カ
月
間
を「
宮
城
一

斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
」と
し
て
、

滞
納
者
に
対
し
徴
収
対
策
を
強
化

し
ま
す
。期
間
中
は
、文
書
催
告

や
、勤
務
先
・
取
引
先
な
ど
へ
の
財

産
調
査
、自
宅
な
ど
の
捜
索
、預
貯

金
・
給
与
・
不
動
産
な
ど
の
差
し
押

さ
え
、自
動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク

な
ど
徴
収
対
策
を
集
中
し
て
実
施

し
ま
す
。税
金
は
、納
期
限
ま
で
に

必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
県
東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域

事
務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
４

▼
県
総
務
部
税
務
課（
納
税
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）３
３
２
６

▼
総
務
部
税
務
課（
徴
収
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９　

　

寒
い
季
節
は
、暖
房
器
具
を
使

う
機
会
が
増
え
、火
災
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。火
災
予
防
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、火
災
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

■▼
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い

▼
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い

▼
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の

そ
ば
を
離
れ
な
い

▼
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清

掃
し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

■
　

住
宅
火
災
を
い
ち
早
く
発
見

す
る
に
は
、住
宅
用
火
災
警
報
器

が
非
常
に
有
効
で
す
。警
報
器
は

台
所
、寝
室
、階
段
の
天
井
面
に

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。 

月
に
一

回
は
作
動
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ

な
ど
で
、火
災
を
感
知
し
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。設
置
後
、

10
年
を
目
安
に
本
体
を
取
り
換

え
ま
し
ょ
う

消
防
本
部
予
防

課（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

　
「
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取

組
宣
言
認
証
制
度
」は
、介
護
職
員

に
長
く
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
、

「
人
材
を
育
て
る
・
職
員
の
処
遇
条

件
を
定
め
る
・
職
員
の
意
向
を
聞

く
」な
ど
の
仕
組
み
が
あ
る
介
護

事
業
所
が
宣
言
し
、「
宮
城
県
介
護

人
材
確
保
協
議
会
」が
認
証
す
る

制
度
で
す
。

　

ま
た
、２
０
１
９
年
度
か
ら
は

認
証
制
度
の
第
2
段
階
が
始
ま

り
、介
護
事
業
所
の
人
材
育
成
や

働
き
や
す
さ
の
取
り
組
み
を
よ
り

一
層
見
え
る
化
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い

【▼
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組

宣
言
認
証
制
度
事
務
局

☎
０
２
２（
３
４
３
）８
５
６
５

▼
県
保
健
福
祉
部
長
寿
社
会
政
策

課（
運
営
指
導
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
５
５
６

　

特
殊
詐
欺
被
害
か
ら
高
齢
者
を

守
る
た
め
、県
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
人
が
い
る
世
帯
に
３
カ
月
間

無
償
で
、撃
退
装
置
の
貸
し
出
し

を
し
て
い
ま
す
。

　

同
装
置
を
固
定
電
話
に
接
続
す

る
と
、「
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
犯

罪
被
害
防
止
の
た
め
、会
話
内
容

が
自
動
的
に
録
音
さ
れ
ま
す
」と

い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
。

　

犯
人
は
、自
分
の
声
を
録
音
さ

れ
る
こ
と
を
極
端
に
嫌
が
る
た

め
、ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
い
て
電
話

　

生
活
の
悩
み
を
解
決
す
る
た

め
、専
門
家
に
よ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

税
理
士
、行
政
書
士
、土

地
家
屋
調
査
士
、建
築
士
、解
体
工

事
業
者
、宅
地
建
物
取
引
士

11
月
26
日（
金
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

イ
オ
ン
モ
ー
ル
石
巻（
１

階
緑
の
広
場
）

※
相
談
は
無
料
で
す

宮
城
県
行
政
書
士

会☎
０
２
２（
２
６
１
）６
７
６
８

ま
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、翌
月
の

納
期
分（
15
日
以
降
の
申
し
込
み

に
つ
い
て
は
、翌
々
月
の
納
期
分
）

か
ら
口
座
引
き
落
と
し
を
開
始
し

ま
す
。

指
定
金
融
機
関
に
預

貯
金
通
帳
と
通
帳
印
を
持
参
し
、

備
え
付
け
の
申
込
書
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

み
や
ぎ
登
米
農

業
協
同
組
合
、七
十
七
銀
行
、仙
台

銀
行
、仙
北
信
用
組
合
、石
巻
商
工

信
用
組
合
、一
関
信
用
金
庫
、新
み

や
ぎ
農
業
協
同
組
合
、ゆ
う
ち
ょ

銀
行（
郵
便
局
）、石
巻
信
用
金
庫

総
務
部
税
務
課

（
納
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　

市
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
が
な

く
、納
期
ご
と
に
窓
口
な
ど
で
納

付
す
る
手
間
の
な
い
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。

　

ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。毎

月
15
日

ま
で
に
指
定
金
融
機
関
に
申
し
込

を
切
る
可
能
性
が
高
く
な
り
、特

殊
詐
欺
の
抑
止
効
果
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

貸
し
出
し
の
窓
口
は
、最
寄
り

の
警
察
署
の
生
活
安
全
課
で
す
。

貸
し
出
せ
る
台
数
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、利
用
し
た
い
人
は
警

察
署
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

▼
登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１
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（令和３年９月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,606 9,641 10,145 19,786 （▲3）

登米 1,758 2,206 2,364 4,570 （▲11）

東和 2,271 2,888 2,969 5,857 （▲18）

中田 5,267 7,549 7,834 15,383 （▲7）

豊里 2,131 3,120 3,190 6,310 （1）

米山 2,849 4,324 4,391 8,715 （▲6）

石越 1,542 2,275 2,275 4,550 （▲7）

南方 2,722 4,041 4,218 8,259 （▲1）

津山 1,126 1,459 1,590 3,049 （▲6）

合計 27,272 37,503 38,976 76,479 （▲58）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

☎ ☎ ☎ ☎

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

☎

11
月
12
日（
金
）か
ら
18
日（
木
）ま

で
、全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
と
定
め
、時

間
を
延
長
し
て
相
談
電
話
を
開
設

し
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、職
場
で
の

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、家

族
間
で
の
問
題
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
人
権
擁
護

委
員
が
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

平
日
＝
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
７
時
／
土
日
＝
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

※
相
談
無
料
、予
約
不
要
。秘
密
は

固
く
守
り
ま
す

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

仙
台
法
務
局
人
権

擁
護
部

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
７
４
３

約
）

迫
公
民
館

無
料電

話
で
事
前
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
観
光
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課（
ふ
る
さ
と
定

住
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

10
月
27
日（
水
）

■

＝
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分
〜
実
家
を
空
き
家
に

し
な
い
た
め
に
〜
人
の
終
活
・
家

の
終
活
セ
ミ
ナ
ー「
住
教
育
で
共

に
地
域
の
未
来
を
考
え
る
」講
師

＝
住
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

（
桂
田
彰
子
）

■

＝
午
後
２
時
40
分
〜

３
時
40
分

▼「
相
続
に
つ
い
て
」講
師
＝
税

理
士（
風
張
ひ
ろ
み
）▼「
お
家
の

整
理
整
頓
片
付
け
術
」講
師
＝
イ

ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
関
口
和
美
）

■

＝
午
後
３
時
40
分
〜
４
時

「
家
の
お
悩
み
相
談
会
」（
要
予

広
報
と
め
10
月
号
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。お
わ
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。▼
３
㌻

【
県
中
総
体
結
果
】バ
ド
ミ
ン

ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
佐
藤
さ

ん
の
名
前
＝
遥
日
さ
ん

　

宮
城
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、国
が
設
置
す
る

「
事
業
承
継
」の
支
援
機
関
で
す
。

地
域
の
商
工
会
が
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
て
相
談
に
対
応
し
ま
す
。後

継
者
が
決
ま
っ
て
い
る
人
も
、ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
人
も
、「
事
業

承
継
」の
悩
み
は
ぜ
ひ
相
談
く
だ

さ
い
。（
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
）

▼
登
米
中
央
商
工
会　
　
　
　
　

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

▼
み
や
ぎ
北
上
商
工
会

☎
０
２
２
０（
３
４
）３
２
５
５

▼
登
米
み
な
み
商
工
会

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
３
３
１

▼
宮
城
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
７
２
２
）３
８
８
４

　

仙
台
法
務
局
と
宮
城
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
の

「ラ・ラ・ラ運動」で夕暮れ時の交通事故を防止。車は早めのラ
イト点灯。歩行者・自転車は目立つ装備と服装でライトアッ
プ。車から見て右側からの横断者に注意、ライトケアフル。

（令和３年９月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ３ Ｒ２ 増減数

人身事故
発生件数 64件 89件 ▲25件

死者数 1人 3人 ▲2人

負傷者数 68人 109人 ▲41人

物損事故
発生件数 994件 861件 133件

※Ｒ３年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

令和３年
累計

前年同月



編

集

後

記

▼
サ
ケ
の
ふ
化・放
流
の
取
り
組

み
を
取
材
。採
捕
者
た
ち
は
10
㌔

㌘
も
あ
る
網
を
巧
み
に
操
り
サ

ケ
を
捕
ら
え
ま
す
。何
匹
も
網
に

入
る
と
重
く
て
一
人
で
は
引
き

上
げ
ら
れ
な
い
た
め
、お
互
い

が
あ
う
ん
の
呼
吸
で
補
助
し
合

う
そ
う
で
す
。広
報
と
め
も
、採

捕
者
に
負
け
な
い
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
作
成
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（
佐
々
木
）

▼
５
月
か
ら
放
送
が
開
始
さ
れ

て
い
た
お
か
え
り
モ
ネ
も
終
盤

に
差
し
掛
か
り
ま
し
た
。放
送

終
了
を
寂
し
く
感
じ
な
が
ら

も
、10
月
ま
で
だ
っ
た「
モ
ネ

展
」の
開
催
期
間
が
延
長
さ
れ

ま
し
た
。放
送
は
終
わ
っ
て
も
、

ド
ラ
マ
を
き
っ
か
け
に
登
米
市

へ
興
味
を
持
っ
た
人
々
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（
三
浦
）

▼
中
総
体
新
人
戦
を
取
材
。制

限
の
中
、応
援
者
が
い
る
光
景

が
久
し
ぶ
り
に
見
れ
た
試
合
会

場
。大
会
ま
で
選
手
の
皆
さ
ん

は
真
摯
に
練
習
し
、関
係
者
も

同
様
、複
雑
な
心
境
や
環
境
で

過
ご
し
た
日
々
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。行
動
変
容
を
経
て
、健
康

管
理
と
運
動
の
関
係
を
学
ん
だ

発
表
の
場
で
し
た
。（
髙
橋
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　「高校生のうちに日本チャンピオンになること
が今の目標。いずれは世界に挑戦していきたい」と
力強く話すのは、11月14 日、アズテックミュー
ジアム（仙台市太白区）でのプロデビュー戦を控え
るキックボクサーの阿部さん。
　幼いころから、父・阿部義

よし

幸
ゆき

さんが代表を務める
キックボクシングジム「ＰＣＫ大崎」で、大人たち
がトレーニングに励む姿を目にしてきた。生活の
中にキックボクシングがあることが当たり前だっ
た環境の中で、自身も小学５年から本格的にト
レーニングを始める。
　全国屈指の実力者がそろうジムでの練習は厳し
く、足の指を骨折することもあった。「大会直前の
練習は特に厳しく、つらくて何度も泣いた」とこれ

までを振り返ったが、自ら「負けず嫌いな性格」と
話す通り、壁に当たるたび、気持ちの強さで乗り越
えてきた。
　体の柔らかさを生かした顔面への前蹴りを得意
技にして、中学１年のときにアマチュアで二階級
を制覇。アマチュアでは通算40試合の実戦を積ん
だ。数々の実戦経験を経て、16歳を迎える今年、
プロテストを受験。見事に合格し、プロへの道を歩
みだした。
　「デビュー戦は緊張するが、ただ勝つだけではな
く、観客の印象に残るような魅せる試合をしたい」
と、結果だけでなく内容にもこだわりを見せる。
　登米の地から世界へ。真っすぐに見据えた頂点
へ向かい、一気に階段を駆け上がる。

Profi le
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